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１．はじめに 

本研究は，鳥取県を対象として地震防災に関する情報を統合し，その提供手法の開発を行うことである．ここ

では，地震防災に関する各種情報のデータベース化について報告をする． 

２．GIS によるデータベース化 

データベース化を完了，もしくは継続中のものは次の通りである． 

(a)鳥取県とその周辺における微小地震震源情報． 

(b)鳥取県内の地質，平野部（鳥取市，倉吉市，米子市，境港市）における地盤構造． 

(c)温泉・地下水観測情報． 

(d)各市町村の震度情報． 

(a)の震源情報は，1970～2002 年までの京都大学防災研究所地震予知研究センターの震源データ，および気象庁

の一元化震源データである．(b)の地盤構造は，物理探査（人工地震・微動・重力探査）による弾性波速度構造・

密度構造，地盤ボーリングによる地質区分・N 値データ等である．(c)は温泉観測ネットワークによる温泉・地下

水の水温・水位データである．(d)は 1926 年～2003 年の気象庁が管理する震度データである． 

３．物理探査による地盤構造の情報 

物理探査は，主に鳥取平野*1)，弓ヶ浜半島*2)，倉吉平野部*3)で実施されている．それらのデータの概要は，

次の通りである． 

(1)鳥取平野 

微動探査による 19 地点の S波速度構造ならびに地盤卓越周期，人工地震探査による P波速度構造，重力探査に

よる 2次元・3次元の基盤構造の推定結果． 

(2)弓ヶ浜半島 

微動探査による 5地点の S波速度構造ならびに地盤卓越周期，重力探査による 2次元・3次元の基盤構造の推定

結果． 

(3)倉吉市平野部 

微動探査による 4地点の S波速度構造ならびに地盤卓越周期，重力探査による 2次元・3次元の基盤構造の推定

結果． 

４．震源情報による地震活動度の特定 

微小地震の震源データベースを用いて，地震活動度の特定を試みた．このことにより，地震活動の客観的評価，

地震発生メカニズムの解明等の基礎資料になり得る．このような試みは日本全国の内陸の地震活動について行われ

ている*4)．今回の解析では，対象エリアについて 3′のタイル内に含まれる地震発生数をカウントし，地震発生

地域の特定を試みた．地震発生数の多い領域は，鳥取県の海岸付近，島根県との県境付近，山崎断層付近の，大き

く分けて 3地域で顕著である． 

５．今後の予定 

1.震源情報から，地震活動度を年数ごとに分け，地震発生パターンの移り変わり，領域ごとの相互関係などに

ついて調べる． 

2.地盤構造情報を基に，詳細な地震動予測地図を作成する． 

3.衛星地震情報システム*5)と連携を図り，情報提供手法を開発する． 
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